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IAB（Internet Architecture Board）
第５章　インターネット関連組織

1. 組織の概要

IETFを統括する上部組織として、各エリアディレクターの集まりであるIESG

（Internet Engineering Steering Group）があり、IETF運営の実務を担当する。さら

にその上部組織としてIAB（Internet Architecture Board）[RFC1601]があり、インタ

ーネットアーキテクチャーに関する基本的な方針を定めていく。IABの下には、ほ

かにIRSG（Internet Research Steering Group）という研究組織や、IANA（Internet

Assigned Numbers Authority）という、ネットワークアドレス、ドメイン名、プロ

トコル番号などの一元的な管理を行う組織などが置かれている。IABの上部組織は、

ISOC（Internet Society）であり、IABのメンバーは、IETFの参加者により推薦され、

ISOCの理事会の承認により決定する。

2. 活動内容

IABは、場合によっては特定の話題に関するセミナーを開き、その結果を

「Informational RFC」として出版することもある。日本からも、慶応大学の村井純

教授が、かってIABのメンバーを勤めたことがある。

一方、IESGの任務は、インターネットプロトコルの直接的な管理である。イン

ターネットプロトコルは、IETFのWG（Working Group）により「Proposed Standard」

として開発され、RFCとして出版された後、6か月以上経って複数のインプリメン

テーションが存在して相互の動作の確認がなされた場合には、「Draft Standard」に

なる。さらに4か月を経て完全な「Internet Standard」になることができるが、これ

らの段階を通過できるかどうかは、IESGが判断する。この際、必要に応じてIETF

のWG（ワーキンググループ）が組織されることもある。

また、プロトコルではないが、ネットワークオペレーションに関する重要な文

書はIESGの判断により「BCP（Best Current Practice）RFC」として出版される。

（太田昌孝・東京工業大学）
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図1　IABと関連組織の構成
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